
広報

●平成13 年11月15日

NO.  341

心
一
つ
に

小
中
学
校音

楽
祭

国見町小中学校音楽祭が、１１月７

日観月台文化センターで開催さ れ、

澄みきった歌声、演奏がホールい っ

ぱいに響き渡りました。･各小学校か

らは４･５年生が､県北中からは校内合
唱コンクールで最優秀賞となった３年

２組と吹奏楽部、選択音楽の生徒が出

場、音楽による交歓を行いました。

児童生徒が心一つに奏でる音楽に。
「すばらしい歌や演奏でした。こ れ

から･も音楽に親しんでください」と
の講評がありました。
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長崎・大分・福島

三県国見町交流

物産交流の試み

ＪＡまつりで設営された｢大分･長崎国見町物産コーナー｣

当町の蜂歴柿に見入る大分県国見町の方々

十
一
月
＋
・
十
一
日
Ｊ
Ａ
伊

達
み
ら
い
国
見
総
合
支
店
で
開

催
さ
れ
た
、
第
七
回
Ｊ
Ａ
ま
つ

り
の
一
角
に
「
大
分
・
長
崎
国

見
町
交
流
物
産
コ

ー
ナ

ー
」
が

開
般
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
大
分
県
国
見
町
で
開
催
さ
れ

た
「
ち
ょ
る
ち
ょ
る
祭
」
に
も
、

福
島
県
国
見
町
の
コ

ー
ナ
ー
が

設
営
さ
れ
、
当
町
の
紹
介
と
と

も
に
、
特
産
の
り
ん
ご
［
ふ
じ
］

と
渋
抜
き
の
［
蜂
屋
柿
］
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
三
町
の
農
水
産

物
や
特
産
品
に
よ
る
、
物
的
交

流
の
試
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
町
へ
、
大
分
国
見
町
か
ら

は
、
冷
凍
収
え
び
や
み
か
ん
、

カ
ボ
ス
な
ど
が
、
長
崎
国
見
町

か
ら
は
、
た
い
ら
ガ
ネ
（
ワ
タ

リ
ガ
ニ
）
や
か
ま
ぼ
こ
、
国
兄

高
校
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が
出
品

さ
れ
、
早
い
も
の
は
一
日
で
完

売
と
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
。
大
分
か
ら
は
ふ
る
さ
と

振
興
公
社
河
村
任
さ
ん
・
産
業

課
村
ｈ
啓
二
さ
ん
が
来
町
し
、

産
品
の
販
売
や
お
い
し
い
食
べ

方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

。こ
県
国
見
町
は
、
平
成
九
年

の
交
流
協
定
に
よ
り
、
各
団
体

や
中
学
生
が
互
い
に
訪
問
し
あ

う
な
ど
、
人
の
つ
な
が
り
を
中

心
と
す
る
交
流
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
平
成
十
一
年
の
国

見
町
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
各

町
特
産
品
に
よ
る
物
的
交
流
が

提
唱
さ
れ
、
今
回
各
町
の
物
産

紹
介
も
兼
ね
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
で
三
県
国
見
町

交
流
会

大
分
県
国
見
町
で
開
催
さ
れ

た
、
第
十
三
回
「
ち
よ
る
ち
ょ

る
祭
」
に
当
町
か
ら
の
出
品
を

機
に
、
当
町

議
会
室
井
精
一
総

務
常
任
委
ａ

長
と
鈴
木
光
同
副

委
員
長
及
び
町
企
画
商
工
課
長

と
農
林
課
長
が
交
流
訪
問
し
ま

し
た
。

長
崎
国
見
町
か
ら
も
鍬
塚
秀

正
収
入
役
な
ど
が
訪
問
、
金
山

尚
學
人
分
国
見
町
艮
を
中
心
に

三
県
国
見
町
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
の
物
品
交
流
が

話
の
中
心
で

、
収
穫
時
期
や
数

量
、
遠
距
離
に
よ
る
コ
ス
ト
な

ど
の
課
題
が
話
し
合
わ
れ
、
今

後
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
で
協
議
を
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
町
産
品

も完
売
の
盛
況

当

町

か
ら

出
展
し

た
［

ふ
じ

］

の

昧
の

良
さ

、［
蜂

屋
柿

］
の
大

き

さ
に

は
、

大
分

県
国

見

町
の

方

々

も
お
ど

ろ

い
た

様
子

で
、

交

流
訪

問

の
室
井

委
八

艮

な
ど

も

販
売

を

手
伝

い
、
好

評

の

う

ち

に

完
売
し

ま
し

た

。



大
分
県
国
見
町

「
ち
ょ
る
ち
ょ
る
祭
」

大

分

県

国

見

町

で

開

催

の

「
ち

よ

る

ち

よ

る

祭

」

は

、

農

業

・

漁

業

・
商

業

及

び

町

内

各

種

グ

ル

ー

プ

が

多

数

出

店

す

る

産

業

祭

か

ら

、

’ｒ
」供

向

け

の

イ

ベ

ン

ト

や

芸

能

発

表

、

ス

ポ

ー

ツ

イ

ベ

ン

ト

も

盛

り

込

み

、

町

を

あ

げ

て

大

勢

の

人

で

賑

わ

う

祭

で

す

。
『
ち

よ

る

ち

よ

る

』
の

由

来

は

、

人

分

国

兄

の

方

々

が

一一一
↓‥
葉

の

語

尼

に

よ

く

使

う

、「
Ｏ

Ｏ

し

ち

よ

る

。
」

に

よ

り

ま

す

。

第7回JAまつり盛大に

第７回伊達みらいＪＡまつりが開催され，農業

団体の露天やおにぎり早食い大会などのイベント ，

特設会場での歌謡ショーなど ．もリ沢山の催しに ．

多くの人が繰り出し まし た．国見総合支店２階に

は ．手塩にかけて栽培し た農産物が多数展示され，

品評会人選者が表彰されました．

この農業の祭典へ，まちづく り推進協議会から

一部助成がなされていま

す。

バザー収益金を福祉へ

ＪＡ女性部では 、部員

が家で使つていない物を

持ち寄り 、バザーを開催、

収益金の一部を福祉事業
へと寄付く ださいました。

(寄付金を手渡すＪＡ伊

達みらい女性郡国見総合

支部長玉手英子さん)

高齢者のインフル

エンザ予防接種

インフルエンザの多くは、かぜよりも症

状が激しく、肺炎など合併症も起こしかね

ないのが特徴です。 予防接種を受けると、

インフルエ ンザにかかりにくく、 また、軽

くすませることがで きます。

町では 「予防接種法」の改正に伴い、 公

費負担により、高齢者を対象に1,000円の負

担金でイ ンフルエ ンザ予防接陲ができるよ

うになり ました。

希望の方は、ド記指定医療機関にて接穐

されますようお知らせい たし ます。

対　象　者

自己負担金

持参するもの

接種時 満65歳以 上の国 見町

民 （60歳以上 で呼吸器 等に

重い 障害があり日 常生 活が

極 度 に 制限 さ れる 方 を 含

む ）

1 .000円 （接種 に4.080円 掛

か り ま す が、 郡内 統 一 し3.080

円 につ い て は 公 費 で

負担し ます。なお、 生活保

護世 帯は 無料となり ます）

保険 証（保険適用外で すが、

年齢等の 確認のためご 持参

く ださい ）

指定医療機関

・公立藤田総合病院　　585   ー2121

・武田胃腸科内科医院　585  ｰ

●村上医院　　　　　　585  ｰ

・宮川医院　　7?585－2052(要予約)

(接種は各機関の診療時間となります)

注意点

予診票への記入が必要となります。予

防接種を受けるにあたっての注意事項を

十分お読みください。

詳細は、配布されるお知らせをご

覧ください。

【問い合わせ】

保健福祉課　保健増進係　7?585 ｰ 2783



国勢調査第一次集計公表

国見町の人口は １１,１９８人

世帯数は３,141 世帯
平成12 年

1０月１日現在

昨年10月に実施され た「平成12年国

勢調査」の第一次基本集計結果が、総

務省統計局から公表されました。

これによると国見町の平成12年10月

１日現在 における人口はＨ,198人で、

平 成７年 の 前 回 調 査 に 比 べ､538 人

（４.6％）の減少となり ました。また、

世帯数は3  型 世帯で、前回より39世帯

増加しています。

国 見町の人口及び世帯数の推移は左

の表のとおりで、人口は昭和55年に一

度増加したものの減 少は続き、今回は

過 去３番目の減 数となり ました。また、

世帯数は一貫して増えているものの。

反而、ｌ世帯 当りの人員は少なくなり、

核家族化 が進んでおり ます｡（速報で人

口がll.  ｰ 人とあ り まし たが、 不在者

の精査により3名減となりました｡）

人口及び世帯数の推移

年次 �

人　 口 ����世帯散

�総散 �対粍戟讐� 男 � 女 �建数 �171当り

昭和３０年
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 2 �　

人595.3504,64.44,34.24､038

平成12年�1 い 98�▲538�5.413�5785�3.141�3,6

県全体 �2.126.93�△ 5657 �1 .037.787�1 .089.1 郷�34014� ３１

少子高齢化
顕著に現れ

２０年間の年 齢（３区分 ）別 人口 の 推移

人

口

を
年
齢

別

に
み

る
と

、

十
五

歳
未

満

の
年
少

人

口
は

町

全
体

の

匸
一
丁

七
％

と
一
一
十

年

前
よ

リ
ハ

ポ

イ
ン
ト

以

上
減

少

し
ま

し
た

。

こ
れ

に
対

し
、

六

十

五
歳
以

上

の
老

年
人

口
は

二

四

・
〇
％

と

二
十

年
前

に
比

ベ

ー
○

ポ

イ
ン
ト

以

上
増

加
し

て

い
ま

す
。

右

の
グ
ラ

フ

は
推

移

を
表

し
て

お

り
、
少

子

化
及

び

高
齢

化

が
急

速
に

進

ん
で

い
る

状

況
を
示

し

て

い
ま
す

。

老
年
人

口

は
高

齢
化

率
と

表

さ

れ
、
県

全
体
の

平
均

は

二
〇
・

三
％

で

あ
り

、
当

町
は

三

・
七

ポ
イ
ン
ト
高
く
、
市
町
村
順
で

は
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
ま
す
。

平
均
年
齢
は
四
十
五
・
〇
歳
で
、

平
成
二
年
時
が
四
十
・
八
歳
で

あ
り
、
十
年
間
で
四
・
二
歳
上

昇
し
ま
し
た
。

第１次基本集計結果の

公表内容は、人口、世帯

に関する基本的事項につ

いてであり、労働力・産

業別などの２次集計は来

年１月頃、職業別就業者

等は平成15年春頃に公表

される予定です。



市町村合併をともに考える

全国リレーシンポジウム20

01 in福

島
未来罵あ44FI: ちづくりのた■ 甼●眤 町村合併」

をテープ釼iS 域住民のみなさまとともに議論し、理解

を深めていただくためのシンポジウムが国見町で開催

されます。
バネルディスカション

では，冨永町畏．川手晃

褊昜県屬知事．総務省自

冶行政局長などが出演．

市町村合併について意見

を交換します．

と　き

ところ

１２月２日( 日)

開 演13: ００

(終了は15:４０を予定)

国見町観月台文化センター

入場に は聴講券 が必要 になり ます。希 望の 方は役

場総務課庶務係(  谷 585 ｰ 21 1 2 )まで連絡く ださい。

町政懇談会が
始 ま り ま す

みなさまの声によるまち づくりを すすめる

ため、次の日程で町政懇談会が開催されま す。

町政懇談会日程表

朔 日 �地 区 � 会 場 � 畤 問

ｎ月16日(金)�大技地区�東部高麓者等
活性化センター�

午後１時;X)分～

11月19日(月)�大尽戸地区 �大木
戸ふれあい

セ ン タ ー�午後
１時l)分～

11月20日(火)�小坂地区�観
月 色文 化

セ ン タ ー�
午後１眄11分～

日月29日(木〉
�齧

田 刈 区

Ｊ 碵1皀2!1ぎiT
�
観月 台又 化
セ ン タ ー�午後1 

時 30分～

ｎ月l)日(金)�罧江野地ｚ �森江 野
町民

セ ン タ ー�午後
１畤～

平成13 年度

上半期財政状況
一般会計の執行率は４５.３％

地
方
自
治
法
及
び
町
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
上
半

期
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、
予
算
総
額
四

十
七
億
三
千
八
百
九
十
万
円
に
対

し
、
収
入
済
額
が
二
十
五
億
六
千

九
百
ハ
ト
万

八
千
円
（
五
四
・
二

％

）、
支
出
済
額
が
二
十
一
億
四
千

四
百
七
十
万
四
千
円
（
四
十
五
・

三
％
）
の
執
行
状
況
で
す
。
各
特

別
会
計
及
び
起
債
残
高
に
つ
い
て

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

各
会
計
と
も
適
正
な
収
支
状
況

で
あ
り
。
各
事
業
に
お
い
て
概
ね

計
画
通
り
執
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

・上半期特別会計の執行状況・ i 単惶 ： 干 円j

特別會計名 �予算現額 �収入済麟 �収入串(陶�支出済麟 �執行車(知

山 長青頁 財 産 �660 �446 �67  上�34 �5j

公共下水運奉瞿 �0  , 89�119.614�37.3 �82784 �25.8
老　人　儂　蝕 �1.1 ､ �7.1 �49.5 �466. 3 �42.2
国民 饋 糜保 険 �737. 0 �289,18S�39.2 �284. 6 �38.6

土地 闢 剱事 業 �3 . 0 �70332 �19.4 �ISO �0.0
湯水 対 集塊 鰉 �74.  6 �5.0 �6.8 �4.152 �5.6

貴田 觴 幕水 遭 �12206 �32  花�26.3 �4.352 �35.7
介　矚　保　賄 �41 9 �ｰ .12 �37.8 �ｰ  . 2 �31-2
給 食 セン ター �ｰ  0 �.0  花�S8,3 �,  21 1�33  上

大木 戸 町屋 区 �92n �256 �1  16.4�83 �37  ﾌ
入 山 財 麿 区 �15.  7 �10  国 �65,1 �4.4   ー8�277

膕 田 財 産 区 � ¶90�197 �1037 �54 �28.4
石毋田財産区一敏会計 �344 ）�297 �87,4 �66 �19.4

・上半期一般会計の執行状況・

1歳 入】 く● 愃 ： 千 円i

区　　 分 �予 算 璞 鶴 �収 入 済 額 �収入搴(剱)

町　　　　 税 �7423 �5  .232 �62.4

地 方 譲 与 扠 �74.  0 �24.469 �33.1

各 種 文 付 金 �163   ー1 �.682 �54.9

地 方 特 例 文 付 舎 �24400 �28296 � い 7.4

地 方 文 付 税 �2.  5 `  0� ¶､2.9 的�76
交通霍全対爾特別交付金 �1  `  0�1.82 �52,7

分 樋金 及 び貪 楫金 �35  ､ 760 �12.951 �36.2

硬用14 及び 手 数料 �51  , 875�2  み 4 �.0

国 廊 支 出 金 �225  `  6�27  , 7 �12.1

県　 重　 出　 金 �3  92 �.2  聞 � ¶4,9

紬　　 入　　 龠 �272  `  124�284 � ０１

績　　 赧　　 金 �118  ` 155�1  , 3 �137.4

鳩 収 入 は か �78  , 029�24  ､ 4 �31.0

町　　　　 債 �52  み 0 � ０ �0.0

合　　　　 計 �4  38.  0 �2j69j08 �54.2

1歳ぶ刀 {繼 倥 ： 苓同}

区 一　 分 �予 算 璞 破 �支 出 済 貘 �執行皐(匐

擴　　 會　　 賢 �102.814 �.  肥 7�43.8

総　　 務　　 費 �674  `  579�302.6 �44.9

昃　　 生　　 費 �441.264 �1  , 1 �38.3

魯　　 生　　 費 �75  み 399�361.  1 �47.8

輿 林 水 麿 費 �453.431 �124.201 �27.1

廟　　 工　　 贊 �36246 �216 �86､1

土　　 木　　 費 �733ｱﾌ ６ �ｰ  .749�.5

消　　 防　　 費 �196  , 7�124  , 98�2.6

敦　　 青　　 費 �27.  お 2 �346. �.3

公　　 偸　　 費 �5  , 9 �4  .721 �.3

予　 魯　 費　 等 �6.83 �- � －

合　　　　 計 �473  日 . �2.1  .70μ �45.3

・ 水道事業会計・ 1鵬倥 ： 苓 円I

区　　分 � 収　
入 �� 竇　　 出

�予皿漫額 �収入濱頡 �予算現・ �支出済額

口益的 収支 �1  , 567�55.0 �1  .6 �30.  2

資本的 収支 � 裙 324 �1  れ 2 �,  111�235

・起債残高・
区　　 分 �9 月末残高(千円)

一　 般 会　 卜 �4  , 1
上　 水　 道 �151jS2

下　 水　 道 �1663.674

舍　　　　 恥 �5  , 947

(起僕残高のうち､半

分以上の約32偲円につ

いては、後年度交付税
算入により、補助され
る見込みです｡)



交通事故 遭 わない 起 こさない

国
見

町
で

は

、
今
年

に

な
っ

て

か
ら

交

通
事

故
に

よ

り
、

六
名

の
尊

い
命

が

奪

わ
れ

る
と

い

う
、
こ

れ

ま
で

に
な

い

最
悪

の

状
況

に
な

っ
て

い
ま
す

。

県
内

で

も
交

通
死

亡
事

故

が
多
発

し
て

お
り
、

五
年

ぶ
り
に

二
〇

〇
人

を

超
え

る
ほ

ど

の

異
常

な

ペ
ー
ス

と
な

っ

て
い

ま
す

。

事

故

防
止

に
は

、
一

人
ひ

と

り
が

、

「
交

通

事
故

に
辿

わ
な

い
」「
交

通
事

故

を
起

こ

さ
な

い
」

と

い
う
強

い
意

識

を

も
っ

て

行
動
す

る
こ
と

が

大
切
で

す

。

交

通
事

故

は
、

決
し

て
他

人
事

で

は

あ
り
ま
せ
ん
。
悲
惨
な
嘔

故
を
無
く
す
た
め
、
み
な

さ
ん
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

交
辿
麝
故
を
防
止
し
ま
し

車を運転 する方は

・運転に集中し ，法令を守りまし ょう 。

・ 酒を飲んだら,車の運転は絶対に止めましょう。

・ シートベルトとチ ャイルドシートの着用を

徹厩し ましょう。

歩行者の方は

・ 歩道や欄断歩道を通行し 横断の際は 、左右

の安全の確認をし まし ょう ！

・ 信号機のあるところ では 、信号に従い必ず

安全優認をし まし ぶう。

自転車に乗る方は

・ 一時停止では必ず止まり 。安全確認をし ま

し ょう 。

・ 灯火と 夜行反射材をつけ まし ょう 。

ぼく交通ルールを守るよ！

園児へ交通安全教室

交通安全毋の会では 、町内の 幼稚園と保育

所、季節保育所で「交 通安 全教室」を開 催、

信 号機の見方など の交通ル ールを、ぬいぐ る

みやクイズで分かり やすく説明しました。母

の会では、ルールを守る約束に子どもたちへ

お手裂のペンダントをプレゼントしました。

県民総ぐるみ運動
これからの時期は、夕暮 れが 早く、路面凍

結など交通環境が悪化するため、交通事故が

多 発します。この ため、年末年始の交通事故

の防止に向け た県民総ぐるみ運勤が実施さ れ

ます。

運動の期間

スローガン

重点袈 頁

平成13年12月10日(月) から　

平成14年１月７日( 月) まで

｢新世紀　 無事故でつなぐ

うつくし ま｣

・飲酒運転の追放

・夜間の交通事故防止

●シートベルトと

チャイルドシートの着 用の徹底

二
輪
車

シ
ル

バ
ー
安
全
運
転
競
技
会

高
齢
者
の
運
転
技
術
向
上
を

見事な走行で優勝に輝いた安藤さん

高
齢
者
が
バ
イ
ク
の
安
全
巡
転
技
術
を

兢
う
、
桑
折
地
区
二
輪
嗔
シ
ル
バ
ー
安
全

運
転
競
技
会
が
、
桑
折
町
の
自
助
車
教
習

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら
囚
見

町
シ
ル

バ
ー
交
通
安
全
推
進
隊
の
ご
。名
が

参
加
、
蛇
行
走
行
や
八
字
転
換
、
一
本
橋

走
行
な
ど
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
高
齢

者
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
く
ま
で
も
安
全
走
行
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

技
術
向
上
と
意
識
高
揚
に
よ
り
、
嘔
故
防

止
を
図
る
目
的
で
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。競

技
の
結
果
は
、
ハ
ト

ー
歳
の
最
高
齢

で
あ
る
安
藤
与
四
郎
さ
ん
（
泉
川
Ｌ

）
が

見
事
優
勝
、
特
別
賞
も
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
野
田
実
さ
ん
（
第
十

。
）
も
人
賞

し
ま
し
た
。



大
枝
小
学
校

【
十
月
二
十

一
日

開
催

】

組
合
血
大
枝
小
学
校
で
は
責
任

あ

る
係
り
活
動
を
す
す
め
、
児
礒

自
ら
が
役
割
分
批
に
よ
り
発
表
会

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
五
年
生
は

地
区
に
仏
わ
る
「
大
條
太
鼓
」
に

挑
戦
（
写
莫
）
、
勇
壮
な
日
本
の
響

き
を
再
現
し
ま
し
た
。
六
年
生
の

「
ブ
ラ
ボ
ー
　

マ
イ
フ
ィ
ー
チ
ャ

ー
」
は
自
分
た
ち
の
夢
を
モ
チ

ー

フ
に
シ
ナ
リ
オ
か
ら
創
り
上
げ
た

も
の
で
す
。
令
校
生
一
〇
二

名
が

心

。
つ
に
し
て
歌
う
「
歌
よ
　

あ

り
が
と
う
」
は
、
歌
の
活
動
の
集

大
成
、
秋
空
の
よ
う
な
澄
ん
だ
歌

戸
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

学
習
の
成
果
を
披
露

学
習
発
表
会

森
江
野
小
学
校

【
十
月
二
十
日
開
催
】

卒
栗

生
の
杉
本
綾

子
さ
ん
作

詞
の
『
虹
の
ア
ー
チ
』
を
全

員
で

合

唱
。

森
江
野
幼
稚
園
の

園
児

も
加
わ
り
、
各
学
年
毎
の
力

い

つ
ば

い
の
演
技
や
。
四

・
瓦
年

生
の

心
和
ま
す
合
奏
（
写
真
）

で
は

、
会

場
か
ら
人
き
な
拍
手

が
送
ら

れ
ま
し
た
。
六
年
生
の

劇
『
お
し
に
な
っ
た
娘
』
は
、
厳

し

い
年

貞
に
喘
ぐ
什
の
農
民
に

な
り
き

っ
て
の
熱
演
で
し
た
。

藤
田
小
学
校

【
十
月
十
三
日
開
催

】

各
学
年
毎
に

コ
兀
気

い
っ
ぱ

い
」
「
心
を
合
せ
て

」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
設
け
、
歌
や
合
奏

、

劇
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ

元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
技

が
繰

り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
六
年
生

七

十
名

に
よ
る
劇
「
海

の
う
た
」

は
島

岡
日
本
を
見

つ
め
心
し

、

こ
れ
か
ら
の
生
き

方
を
考
え
る

人

作
で
す
。（
写
真
は

Ｉ
．年

生
の

「
森
の
立口
楽
会
」
）

祭葉柏はで中北県

【10月26日開催 】

県北中 学校では 「光り岬 け！ぼ くらの

願い ！」 をテーマ に、第33 回岶葉 祭が開

催 され まし た。 作品展示 では、総 合学が

な どで調 査研究 をすすめ た「［司兒町 ］や

「環 境 」「福 祉」 など につ い て成 果 が展

示 されまし た。 また、体 青館ステ ージで

は、 長崎県|刈見町 訪問や 未来博 見学 につ

いて の報 告がな され、午 後の生徒 会主催

の柏 葉の災い では 、全校 唯によるド ッジ

ボ ール大 会で 盛り1こがり まし た。

小
坂
小
学
校

【
十
月
二
十
日

開
催
】

『
感
動
を
梢
一
杯
伝
え
よ
う
！
こ
を
テ

ー
マ
に
、
迫
力

あ
る
演
奏
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

特

に
、
六
年
生
は
天
候
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
弥
生
時
代
の
た
い
へ
ん
だ
っ
た

米
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
し
た
劇

「
火
の

山

」
で
、
郷

‐
1
:
愛
を
問
い
か
け
、
感
動

的

に
演
じ
ま
し

た
。
（
写
真
）

大
木
戸
小

学
校

【
十
月

二
十
日
開
催

】

旧（
哨
一
入
一
人
か
発
表
の
役
割
を
分

担
し
、
全
校
生
六
卜
二

名
が
表
現
す
る

こ
と
で
立
派
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

五
年
生
は
英
語
劇
「
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
　

Ｗ
ｈ

ｌ
ｔ
ｅ

」
に
挑
戦
。
喝
采
を
浴
び
ま
し

た
。
四
年
生
の
『
リ
サ
イ

ク
ル
ラ
ン
ド
』

は
物
を
す
ぐ
捨
て
る
社
会
を
風

刺
、
人

叨
に
し
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
（
町
真
）



1
0
月
の

グ
ラ
ビ
ア

町 民 大 運 動 会 平
成
1
3年
度
国
見

町
町
民

大
運

動
会
が
1
0月
８

日
（
体
育
の
日

）

上
野

台
総
合
適
動
場
及
び
グ
リ

ー

ン
ア
リ

ー
ナ
９
２
３
で

開
催
さ
れ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ

ー
が
繰
り

広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ご
こ
ろ
弁
当
を
ど
う
ぞ

ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
弁
当
宅
配

10月16日ＪＡふれあいグ ループさ

くら会( 佐藤美 子会長) では 。二人
。

らしの高齢者世帯及び一人暮らし の

お年寄りの方80戸へ 、手作り弁当の

宅配を衍いまし た。さくら会会員の

方々 が、まごころ 込めて作った弁当

で。年に２回行っており 、お年寄り

からはたいへん喜ば れてい ます。 ま

た 、同会ではお 年寄りを 訪ねる 、ふ

れあい訪問も毎月行っています。

音
楽
芸
能
発
表
会

音楽芸能発表会が10月27日 観月台文化

センターで開 かれ 、叨芸術文化の祭典で

ある第30回国見町文化祭の開幕をつげま

し た。謡や舞 。琴や三味線など約20団体180

名が活動の成 果を披露､ 聴衆から拍手

とともに花やお捻りも 贈られ まし た。

納
税
組
合
の
発
展
に
寄
与

納
税
貯
蓄
組
合
法
の
施
行
5
0周

年
を
祝
う

県
北
方
部
記
念
大
会
が
1
0月
3
1日

福
島
市
で

開
催
さ
れ

、
納
税
組
合
の
発
展
に
寄
与
し
た

功
労
者
を

表
彰
し
ま
し
た
。
当
町
か
ら

は
全

国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰
に
八

島
新

太
郎
さ
ん

（
山
崎
北
・
写

真
右
）
、
県
同
会
長

表
彰
に
佐

久
間
成
美
さ
ん

（
第
８
・
写
真
中
）

が
受
賞
、
ま
た

。
優
良
組
合
と
し
て
第
８
納

税
貯
蓄
組
合
へ
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
。
福
島
税
務
署
主
催
の
納
税
表
彰
式

が
‥日
月
1
2日

開
催
さ
れ

、
福
島
地
区

納
税
貯

蓄
組
合

連
合

会
長
表

彰
に

佐
藤
忠

美
さ
ん

（
町
東
・
写

真
左
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。
長
き
に

わ
た
り
納
税
組
合
長
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い

た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

農林水産省が突 施し ている農業

統計調査において 、永きにわたり

調査農家とし て記帳などの 協力を

いただいた 、星野億Xきん( 光明 寺･

写真右) 佐藤茂良さ ん(徳江北･ 写

真左) に10月24日農林 水産大臣 感

鈿状が贈られまし た。農林行政の

基礎資料を整備するために 、尽力

さ れた功績によるもので す。



駅
前
の
自
転
車
防
犯
診
断

自転車の盗雌が後を絶たない 状況の

中,10 月15日 藤田駅 前自転車 置き場 に

おいて ，自転車の防犯診断が行われま

し た。国見网防犯指導隊の方々 が自 転

車販売店の協力 をえな がら ，カギの取

付け状況や防犯登録がなさ れている か

など 。１台１台点検し 自転車防 犯診 断

カードを添付し まし た。

地域安全メッセージ伝達
安全で安心し て生活できる地域社会づ＜リ を

推進し ょう と「地域安全キャラバン隊 」が10月11

日来町し まし た。桑折警察署や地区防 犯指導

隊長を代表し て吉田春男さ ん 、古田とも 子さ ん

ら が県防犯協会連合会長の佐藤知事からの メ ソヽ

セ ージを手渡し まし た。犯罪 、事故 、災 害等の

不安のない安全な地域社会の実現を目 指し 、県

民に広く 運動の浸透を目 指し た取り 組みです。

・ 全国地域安全運動福島県民大会 ・

地域みんなで守る

社会づくりを
仲野宏さん(小坂小)が提言

作文を発表する仲野さん
(写真は学習発表会の特別発表)

福

島

県
防
犯

協

会
連

合
会

及

び
県
警

察

本
部

が

主
催
す

る

［
地

域
安

全

作
文

］
に

お

い
て

、
小

坂
小

学
校

六
年

仲
野

宏

さ

ん

の
作

文

「
み

ん
な

で
み

ん

な
を

守

る
」
が

、

小
学

生

の
部

県
下

首
席

と

な

る
最
優

秀
賞

に
輝

き

ま
し

た
。

仲
野

さ

ん
は

十
月

十
七

凵

、
郡

山
巾
で

開

催

さ
れ

た

「
第
二
十

二

回
全

国
地

域

安
全

運

動
福
島

県

民
人

会
」

に

お

い
て
作

品
を

発
表

、「
地
域

み
ん

な
で

守

る
社

会
づ

く
り

を

¶
・
」

と
提
一
回
し

ま
し

た
。

み
ん
な
で
み
ん
な
を
守
る

小
坂
小
学
校
　
六
年
　
仲
野
　
宏

《
後
段
の
み

の
掲

載
。
前
段

で
は

、

ニ
ュ

ー
ス
で

知
っ
た

殺
人

・
誘
拐

事
件

か
ら

、
な
ぜ
起
こ

る
の

だ
ろ

う
と

閤
い

か
け
、

僕
た
ち
の

住

む

国
見

町
で
は

地
域
の

人
た

ち
み
ん

な

が
僕
た

ち
を
見

守
っ
て

く
れ

る

こ
と

に
着
目

、
次

が
ま
と

め
と

な

り

ま
す

。）

ま
わ
り
の
人
た
ち
の
温
か
さ
に

囲
ま
れ
て
安
心
し
て
生
活
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ぼ
く
は
。

地
域
の
人
達
み
ん
な
が
仲
良
く
力

を
合
わ
せ
れ
ば
、
事
件
な
ど
起
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
近
所
の

人
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
世
の

中
だ
と
思
う
け
ど
。
自
分
か
ら
声

を
か
け
れ
ば
仲
良
く
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
か
ら
進
ん
で
地
域

に
親
し
ん
で
い
く
こ
と
で
み
ん
な

の
心
が
通
じ
合
え
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
自
分
だ
け
の
身
を
守

ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
み
ん
な
で
み
ん
な
の
身
を
守

ろ
う
と
す
る
の
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
ぽ
く
も
。
で
き
る
だ
け
み

ん
な
で
み
ん
な
の
身
を
守
れ
る
よ

う
、
低
学
年
と
い
っ
し
ょ
に
帰
っ

て

あ
げ
た
り
、
近
所
の
人
達
と
あ

い
さ
つ
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
た
り
し
、
今
ま
で
事

件
に
ま
き
こ
ま
れ
て
死
ん
で
い
っ

た
子
供
達
の
た
め
に
も
、
事
件
の

こ
と
を
む
だ
に
せ
ず
事
件
防
止
に

努
め
た
い
で
す
。
だ
け
ど
今
か
ら

そ
の
よ
う
に
で
き
る
自
信
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ま
ず
、
叢
初
に

ぼ
く
は
み
ん
な
の
身
を
み
ん
な
で

守
れ
る
よ
う
、
国
見
町
に
生
活
す

る
一
人
と
し
て
、
み
ん
な
の
こ
と

を
考
え
て
生
活
す
る
よ
う
心
が
け

て
い
き
た
い
で
す
。



保健だより

騨 福祉 呷ﾐ 男● 襌 進碍､う( ５卵､)･27 卯

町民ウォーキング大会

10月28日(日)､ 第14回町民ウォーキング大会 が子供か

らお年寄りまで総勢約150名が参加し て開 催さ れました。

コースは上野台運動 公園グリ ーンアリーナ923 から石

毋田の国見神社｡義経の腰掛松を通り阿 津賀志山頂を往

復 する約９ｋｍの ふくしまの 遊歩道50選 にも選ば れた

｢あつかし山 ハイキングコース｣で す。くもり空ではあ

りましたが､紅く色づきはじめた木々と眼下に望める景

色を満喫し 、タオルで汗をぬぐいながら、健康増進の た

め思い思いの ウォーキングで秋の一日を楽しみました。

閉会式の特別賞発表では､男女それぞれに最高齢者賞

は後藤博さん（85歳）、小坂フミさ ん（71歳）、最年少者賞に佐藤敬太く ん（３歳）、佐藤 聖華ちゃん（４

歳）が受賞、また､ ６組が３世代親子賞を受賞、記念品が贈ら れました。

乳　児　健　診

該　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

・３か月児（平成13年９月生まれ）

・９か月児（平成13年３月生まれ） �
１月31日(木) � 午後1  時 ･分～午後２時 � 観月台文化センター

第１和室

〈健診内容〉☆医師の指導、身長 一体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子鍵康手帳を忘れずに！

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
国
見
電
子
（
株
）
が

献
血
業
務
功
労
賞
を
受
賞

去
る
九
月
十
八
日
（
火
）
、
ピ

ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
福
島
に
お
い
て

福
島
県
赤
十
字
大
会
で
献
血
推

進
団
体
功
労
賁
金
色
有
功
賞
と

し
て
『
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
山
井
順
郎
会
長
）
』
、
献
血

団
体
功
労
賞
銀
色
有
功
賁
と
し

て

『
国
見
電
了
株
式
会
社
（
大

江
邦
義
社
長
）』
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

毎
年
第
一
回
目
の
献
血
日
に
献

血
協
力
者
へ
記
念
品
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
国
見
電
子

（
株

）
は

献
血

協
力

事
業

所

と

し

て
年

二

回
献

血

に
積
極

的

に

協

力

さ
れ

、
通

算
十

七
年

の

実

紋

が

あ
り
表

彰

さ

れ
た

も
の

で

す

。ま
た

、
同

大
会

で

福
島

県
支

部

長
特

別
衣

彰

と
し
て

救

護
連

絡

所
感

謝
状

が

。『
四
季

の

昧
ま

つ
や
（
松

浦

弘
明

氏

ご

へ

贈
ら

れ
ま

し

た
。

若い命のためにも

聞いて学んで エイズのことを
世 界 エ イ ズ デ ー“ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ” の開 催

日9e …………平成13 年11 月30 日( 金)

午後6  時 分開濁

場 所厂福島テ ルサFT ホ ール

内容 ………シンポジウ ム 一三綱明 宏トークショ ー

入 場尽料 ……整理券を発 行し ま１ ．

周い 合せ ／福島テレビTEL  -536 ｰ 8052

エ イ ズ に 警し むλ への

理 解 と 韭` 擅 を ゐ らり す

赤 い り ￥ ン

レ７ドりポ冫



農業所得を標準で

申 告 さ れ て い る 農 家 の 方 へ

農業所得標 準につい ては、 下の 衣

の とおり 種目が順 次廃111され、央際

の収 入金額と 必要経 費に基づく収 支

( 所得) 金額を算出する 計算方法( 収

支計算) へ変わり ます。つ きまし て

は 、右記により＜収 支計算説明 会＞

を開催し ますの で、 ご出席いた だき

ますようお知らせい たし ます。

(廃止される種目)

H13年分から �･桜桃･なし･ひらたけ一簣蚕

H14 年分から �-り
んご･きゅうり-トマト･

生しいたけ･乳牛･たらの牙

H15年分ひら �･もﾓj･干巧

記録・書類は大切に！

次は曜定申告眄（収支計算）

に使いますので、大切に保存く

ださい。

①ＪＡの預金取引年問実績表、

販売した農産物の出荷伝票、

蹣求喬、領収書（控）等

②自家消費及び事業消費した農

産物の数頸の記録

③臨時雇人費、作業委託費、土

地改艮区費、種苗費、農薬費

など経費の領収宙

【お 問 い 合 せ】

福 島 税務 署　　　 ７?ｰ  3121

国 見 町役 場 税務 課 ７?585 ｰ 2 刀 8

収支計算説明会の

お知らせ

・とき　12月４日（火）

午前10時～

・ところ　ＪＡ伊達みらい

桑折総合支店ふれあいセ

ンター

・ 内容　記帳方法や収支計

算による所得金額の算出

方法等についての説明

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新

し

く

な

り

ま

す

「
わ
か
り
や
す
く
・
靈
き
や
す
い
申
告
書
」

を

目
指
し

、
平
成
十
四
年
（
十
三
年
分
の
確
定
申

告
分
）
か
ら
使
用
す
る
、
所
得
税
確
定
申
告
書

を
抜
本
的
に
改
訂
し
て

お
り
ま
す
。

新
し
い
申
告
書
は
、
Ａ
四
版
二
枚
で

、
今
ま

で
六
種
類
あ
っ
た
様
式
を
二

種
類
に
統
合
し
、

見
や
す
い

も
の
と
し
ま
し
た
。
申
告
書
の
新
様

式
・
手
引

き
の
な
ど
は
税
務
署
、
役
場
税
務
課

窓
口
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
の
で

、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県税だより

不動産貸付の

認定基準が変わります

アパート・マンション ー貸間等
の一戸建て以外の住宅貸付を行っ

ている場合、これまでは特例措置

として「15 室以上」が不助産貸
付業として個人事菓税の諌税対象

となっていましたが、この特例指
諞が廃止されたため、平成14 年
度課税分（平成13 年所得分）は
冖 Ｏ部屋以上」が課税対象とな

りますバなお、室数については、
空室も含んだ散となります。）

個人事業税

第２期分のお知らせ
個人 事業税は。県内に串務所・

事業所を般け、物品販売葉や不血

産 貨付集など、 地方 税法で定めら
ｎている 駟蘗を行う 個人の方に韜

めていただく 税金です。
第２朋 分の納期限は１１月30 日

です。県 北地方振興局県 税部か弓

１１月中 旬に送11 さ れる納付●に

より 、● 寄の 金触機開 から納期陌

までに納め てください。

お問い合せ

福島県県北地方振興局県税部

課税第一部 き52 卜7636

税
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

税
金
に
つ
い
て
の
理
解
と
意

識
商
揚
を
図
る
た
め
、「
税
に
関

す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
例

年
央
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、

＆
の
部
に
二
百
四
十
六
点
、
標

語
の
部
に
四
百
二
十
四
点
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
作
品
入
選
者

◇
書
の
部
▽
最
優
秀
賞
（
福
島
税

務
署
長
賞
）
＝
加
藤
肌
笑
（
県
北
中
）

村
上
貿
奈
ｆ
（
人
木
戸
小
）
阿
祁
恭

７
。
｛
小
坂
小
｝
▽
国
見
町
長
賞
Ｕ
黒

Ⅲ
崇
弘
（
県
北
中
）
佐
久
間
理
沙
（
藤

川
小
）
佐
藤
優
香
（
藤
川
小
）
▽
福

Ｑ

県
県
北
地
方
扱
興
局
長
賁
ｌ
徳
江

娘
太
（
県
北
中
）

◇
標
語
の
部
▽
最
優
秀
賞
（
福
島

税
務
署
長
賞
）
―
佐
野
由
香
理
（
県

北
中
）
▽
国
見
町
長
賞
＝
岩
城
晃

。

最

優

秀

賞

（
県
北
中
）
小
西
鉈
奈
（
藤
川
小
）

関
口
匕
火
（
小
坂
小
）
佐
久
倒
那
奈

（
森
江
野
小
）
後
一

孝
紀
（
大
木
戸

小
）
▽
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
長

賞
―
八
巻
吉
賢
（
藤
1
1
1
小
）

阿部 恭子` 村上籥京了≒ 諂藤 ｌ 昊’

完納で豊かなくらし笑顔の毎日　　　　　　　　　

佐野由香理さん

義
経
ま
つ
り
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者

（
最

終
1
6
ペ
ー
ジ
．左

上

関

連

）

▽
最
優
秀
賞

―
佐
久
間

守
（
国

兒
町
・
第

ご

▽
優
秀
賞
０
米
元
一

丸
（
梁
川
町
）
▽
入
選
＝
佐
藤
占
継

（
桑
折
町
）
清
野
文
彦
（
福
島
市
）

渋

谷
良

．
（
川

俣
町
）

秦

宏

（
国
見

町
・
人
町

北

）
菅

野
勝
明
（
川

町

町

）
齊

藤

薫
（

福
鳥

市

）
佐

々

木
秀

雄

（
福
鳥

市

）
鈴
木

俊
博

（
閥

兄
町

・
宮

町
南

）



インフォメーション

募
　
集

勤
労
者
　
　
　

丿

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

県
内
に
働
く
方

が
動
労

の
余

暇
に
作
成
し

た
作
品

の
発

表
の
場
と
し
て

、
ま

た
、
勤
労
者
の
文
化

向
上

を
目
的
に
文
芸
コ

ン
ク
ー

ル

を
開
催
し

ま
す

。
こ
れ

に
出
展

い
た
だ

く
、
詩
や

短

歌
な
ど
の
作

品
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
部
門
・
：
次

の
四
部

門

に
よ
り

ま
す
。

何
部
門

で

も
応
募
可
能
で

す
。
①

詩
（
二
編
以
内

一
編
が
四

百

字
詰
原
稿
用
紙

三
枚
以

内

）
②
短
歌
（
五
首
以
内

）

③
俳
句
（

五
句
以

内
）
④

川

柳
（
五
句
以
内

）

▼
応

募

資
格
…

県
内

で
働
く
方

の
創
作
で

未
発

表
の
作

品

▼
応
募
方

法
・：
原
稿
用
紙

の

頭
書
に

部
門

、
氏
名
等

を
明
記
し

、
左

記
に
送
付

く
だ
さ

い
。

▼
締
切
・
：
十

一
月
三
十

日

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
０
－
8
6
7
0

福
鳥
県
庁
馭
川
労
政
課
内

福
鳥

県
労
政
協
会

費
（
５
２

１

）
7
2
9
6

女
性
の
た
め
の
技
術

講

習

会

パ
ソ
コ
ン
初
級

県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

で
は
、
女
性
の
就
業
援
助

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習
会
を

開
催

し
ま
す
。

▼
内

容
・
：
使
用
す

る
ソ
フ

ト

ー
エ
ク
セ
ル

（
衣

計
算

部
門

三
級
の
合
格
を

目
指

し
ま

す
。
）
▼
期
間
…

平
成

十

四
年
一
月
十
日

か
ら
二

月
ニ
ト

ー
日
ま
で

の
毎
週

火

か
ら
金
咽
日
を
基

本
と

す

る
二
十
二
日
間

▼
場
所

・：
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー

（
二
本
松
市

）
▼
定

員
・
：

二
十
人

（
全
期
閥
出

席
で

き

る
方
）

▼
受
講
料
・
：
教

材

費
を
除
き
無
料

▼
申
込

：
一
十

二
月
十
三
日

と
卜
四

日

に
同
セ
ン
タ
ー

で
直
接

受
付

け
ま
す
。

★
問
い

合
わ
せ

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
　
公
0
2
4
3
（
２

３
）
8
3
０
7

お
知
ら
せ

職
場
ト
ラ
ブ
ル
解
決

労
働
局

が
お
手
伝
い

経
済
社
会
の
変
化

に
伴

い
、
解
雇
や
労

働
条
件
の

変

更
等
に
よ

る
個
々
の
労

働

者
と
事
業
主
と

の
間
の

紛

争
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

今

年
十
月
一
日
よ

り
紛
争

の

迅
迎
か
つ
適
正

な
解
決

お気軽にご相談ください

(特設人権相談所開設)

12月４日から10日は｢人権週間｣と定

めら､国各地で人権思想の意義を訴え、

普及高揚を図るための行事が実施され

ます。

これにちなんで、日々の生活の中で

おこる､いじめや差別､体罰､家庭内や

近所でのもめごと悩みごと等の相談に

応じる｢特設人権相談所｣を開設します。

相談は無料で､相談内容の秘密は厳

守されますので､お気軽にご相談くだ

さい。

日時／12月12日(水)

午前10時～午後３畤まで

場所／国見町観月台文化センター

２階第１会議室

【問い合わせ】

保健福祉課福祉係(  田 5 ) 2 四 3

西
分
署
だ
よ
り

「
た
し

か
め
て

火
を
消
し
て
か
ら

次

ぎ
の
こ
と
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
災
ｆ
防
に

つ
い
て
考
え
、
防
火
意
識
を
高
め
ま
し

よ
う
。
火
災

発
生
を
防
止
し
。
死
傷
事
故
や
財
産
狽
失
を
防
ぎ
ま

し
よ
う
。

火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

二
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

三
、
天

ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
に
は
そ
の
場
を
は
な
れ

な
い
。

四
、
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
。

五
、
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

六
、
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し

な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
ヘ
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ

５
８
２
－
3
1
9
0

野焼きは

禁止されています
ダイオキシン類の発生を抑制す

ることなどを目的に､｢廃棄物の処

理及び清掃に関する法律j に基づ

き、廃棄物の焼却は一定の基準で

行うよう定められています。ドラ

ム缶などで焼却するいわゆる野焼

きは禁止されています。

｢どんと焼き｣ などの地域行串、

たき火やキャンプファイアー、農

家が止むをえず行う切り枝や稲わ

らの焼却で、いずれも軽微なもは

例外です｡ただし､煙などで生活環
境に支障を生ずる場合は禁止の対

象となりますのでご注意ください。
【問い 合 わせ 】

住民課 生活環境係7?585 －2116



を
図

る
た
め

『
個
別

労
働

関
係
紛
争

解
決
の
促

進
に

関
す

る
法

律
』
が
施
行

さ

れ
ま
し

た
。

こ
の
法

律
に
よ

る
個
別

労
働
紛
争

解
決
制
度
で
は
、

労
働
に
関

す
る
事
業
主
と

労
働
者
の
ト
ラ

ブ
ル
で

あ

れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
問
題

が

対
象
に
な

り
ま
す
。
手
続

き

は

「
総

合
労
働
相
談
コ

ー
ナ

ー
」
へ
相

談
す
る
こ

と
に
よ
り

。
紛
争

の
未
然

防

止
を
図

る
と

と
も
に
、

紛

争
状
態

に
あ
る
場
合

に

は
。
都
道
府

県
労
働
局
長

が
助

言
と
指
導
を

行
な
い

ま
す
。

ま
た
、
紛
争

調
整

委
員
会

に
よ
る
働
き

か
け

や
場
合

に
よ
っ
て
は

あ
っ

せ
ん
案

を
提
示
す

る
な
ど
、

自
主
的

解
決
を
支
援
し

ま

す
。
相

談
は
無
料
で
す

。

相
談
や

制
度
に
つ

い
て

の
お
問

い
合
わ
せ
は
、

次

へ

お
願

い
し

ま
す
。

★
総
合
労
働
相
鮫
コ
ー
ナ
ー

福
島
労

働
局
企
画
室

ｇ
（
５

３
６

）
4
6
0
1

福
鳥
労
働
基
準
監
督
署
内

一`一（
５
６

３

）
4
6
1
0

事
業
主
の
皆
様
へ
　
　

’

年
齢
に
か
か
わ
り
な
い

募

集
・
採
用

を
！

十
月
一
日
か
ら
、
雇
用

対
策
法
が
改
正
さ
れ
。
募

集
・
採
用
時
の
年
齢
制
限

の
緩
和
措
置
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

事
業
主
の
皆
様
は
、
一

部
の
例
外
理
山
を
除
き
年

齢
制
限
を
設
け
な
い
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
仕
事
の
内
容

や
必
要
な
技
能
等
を
で
き

る
限
り
明
示
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

串
業
主
の
方
に
は
、
募

集
・
採
用
に
際
し
年
齢
制

限
の
撤
廃
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
困
雛
な
場
合

で
も
年
齢
上
限
の
緩
和
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）

贊（
５
３
４
）４
1
2
1

北
山

組
合
よ
り

国
見
町
桑
折
町
有
北
山

組
合
で
は
、
九
月
二
十
九

日
開
催
の
定
例
議
会
に
お

い
て
、
平
成
十
二
年
度
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
額
は
歳
入
五
百
二
十

二
万
二
千
円
。
歳
出
四
百

九
十
八
万
五
千
円
で
、
収

支
に
お
い
て
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
度

九
月
末
ま
で
の
執
行
状
況

に
つ
い
て
は
、
百
七
十
九

万
三
千
円
の
予
算
額
に
対

し
、
収
入
七
十

丁

八
％
、

歳
出
五
十
二
・
五
％
が
執

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。

人間ドック検診追加募集

人 間ドック( 入院･脳ドック。入院ドック、日帰りドック)

事築は、疾病の早期発見を目的とし て多くの町民の方に受診

いただいております。

本年度、まだ若干の申 込み枠があることから、追加募集を

おこない、申込み随眄受 付を 平成12 月14 日(金)まで延長する

こととしましたのでお知らtまいたし ます。

なお､申込み方法､負担額など は次のとおりとなってい ます。

詳しい内容を お知り になりたい方は下肥までお問い合わせ

ください。

・ 対象者 …昭和･11年４月1日以 前生まれの国保加入 者で70歳

未満の方

・ 申込締切…平成13 年12月1･1日(金)まで{ 土・日 曜及 び祝祭

日 を除き、午前8畤ｌ}分から午後 ５畤まで)

・ 申し 込み方法 …保険肛、印擺を持参し、負廻金を 添えて。

本人または 覃驟が保 健翻祉

受診区分
入敖人聞ドック

日帰り人間ドック
人間ドック･脳ドック 人間ドック

自己負担

初めての方

男性　18,XX)円
女性　18､5(X)円
2 回 以上の方
男性44.  鰤円
女性45.  .円

初めての方

男性　6,3(X)円
女性　6. 円

２回以上の方

男性12,CX)o円
女性 ま3.000円

初め
ての方

男性　3,200円
女性　3.400円

２・以上の方

男性16,000円
女性17. 円

亥抽期間 平成13年10月～平成14年２月 平成14  年 2 月～ ３月

実幡機間 公立亅 田総合病院

【問い合わせ】 保健福祉課 国保係??(585)2785

牛肉は安心してたべられます

牛海綿状脳症(いわゆる狂牛病)に感染

した牛の肉等が、食用にも、牛の飼料用にも

出回ることがない体制がととのいました。

狂牛病にかかった牛の肉等が販売されるこ

とはありませんので、安心して牛肉はたべら

れ ます。 福鳥県農林水産部畜産課

結
婚
お

め
で
と

う

内
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斉
藤
　

美
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。
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八
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（
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・

百
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お
く
や
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申
し
上
げ
ま
す
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山
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千
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丿
8
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錦

町
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（
1
0
月
3
1
日
当
町
届
出
分
ま
で

）

掲載を希望されない方は。届け出の際にお申し出下さい。

12月の心配ごと相談

5  日 佐久間 樶e、
乢● 広斃･4

14 日 聞武田　 無l.
佐久間フミ゙ 、

２Ｓ日四 菊地 ¶t鑁卩、
訟滷ひろ子″、

･  場 所 場 (  2  )  寃
●時間 午騁９畤一£午

人口と世帯
10 月１日珊在

人口11  , 111人(  -16 )

男 5.37 人(   ー10 )

女5.738 人( － ６)

出 生 ７人 死亡12 人

転入 ８人 転出19 人

世 帯3.176 世 帯（－ ５ ）

皿勢臍亶により３亀修正



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
(  5 ) 2676 FAX ( 5 ) 2707

ヨ
ー
ガ
で
も
っ
と
健
康
に

く
に
み
女
性
教
室
で
は
、
卜

月
十
七
囗
、
二
十
四
日
の
二
回

「
ヨ
ー
ガ
の
从
礎
一

を
突
晧
し

ま
し
た
。

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
で
指
導
を
し

て

い
る
加
藤
拙
生
先
生
を
馳
師

に
迎
え
、
ヨ
ー
ガ
の
内
容
や
特

徴
、
実
習
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の

説
明
後
実
際
に
暝
想
や
、
足
の

準
備
巡
動
、
首
の
運
助
な
ど
と

少
し
ず
つ
体
を
助
か
し
て
い
き

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
、
初
め

て
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で

な

か
な
か
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
先
生
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い

ま
し
た
。

読
書
の
普
及
と
指
導

斎
藤
勇
子

さ
ん
が
受
彰

第
四
十

九
回
福
島

県
図
酋
館

大
会
が
卜

月
三
卜
凵

会
津
片
松

市
文
化
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

席
Ｌ
で
、
福
島
県
公
共
図
書
協
会
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
斎
藤
勇
子
さ

ん
が
、
永
年
勤
続
者
と
し
て
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
斎
藤
勇
’ｒ

さ
ん
は
、
子
ど
も

移
助
図
占
館
指
導
員
と
し
て
十
年
間
、

ｆ
供
た
ち
へ
の
読
湫‥
の
叫
及
と
指
導
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

新しい本が届きました ～文化センター図書室～

【一 般 図 書 】

＊ ７つのドラゴンが教える

あなたの但格

（ホゼ ・スティーヴンス）

＊江戸の殺人事情　 （水谷Ξ 公）

＊お骨のゆくえ　　 （横田睦）

＊快酒睡眠のすすめ　 （堀忠雄）

＊名画再読美術麗　 （芥川富好）

＊マラソン最強伝説

（ペースポールマガジン社）

＊ 呉三国志1～5　　 （伴野朗）

＊ 森の中の淘 上・下 く宮本輝）

＊ 鯨の哭＜淘　　 （内田康夫）

＊ 十二番目 の天使

（オグ ーマンディー）

【 児 童 図 書l （紙 芝 居 ）

＊ 公 園 の の ら （ ダ イ ア ナ ・［］ス ）

＊ 道 貝 とし て の から だ （須 藤 功 ）

＊ ぬく い 山 の きつ ね （僭 上 一 平 ）

＊ ゆ び き り げ ん ま ん

く富田 ききとり 絵本翩 作実 行委員会）

＊ 鹿 の まほ う

（ サ リ ー ・ シー ヴ ァ ル セ ン ）

＊ ふし ぎな デカ ねこ （鈴 木 潤 子 ）

＊ ソ リち ゃん の チ エ ソ ク

（イ ・ オ ク ベ ）

＊ かし こ い カ メ の お はな し

（フ ラン チェ ス カ･ マ ー ティン ）

＊ 地 震 と 火 山 の 島 国 （島 村英 紀）

＊ 光 の 子 が お り て き た

（ポ ー ラフ ォ ツク ス）

★輿出し 冊数は5 冊以内、朋間は２週闕以内です．

園書寮を利用する前に、事務宣で受付をしてくださし丶．

行事のお知らせ

16日(金) ハガキ絵入門講座③

子ども移動図書館

(藤田小２年)

19日(月) ハガキ絵入門講座④

子ど も移動 図書館(大木戸小)

20日( 火) 阿 潭賀志学級｢ 健康 講座｣

21日( 水) く にみ女性教 室｢料理｣

ハガキ絵入門 講座⑤

26日( 月) 子ど も移動図 書館

(藤田小 ３年)

30日( 金) 子育 て教室

｢子どもはなぜきれるの？｣

４日(火) 阿津賀志学級｢書道｣

子ども 移動図書館( 小坂小)

６日( 木) 阿津賀志 学級｢お 話の会｣

８日( 土) 少年仲間づくり 教室

９日(日) 子ど もまつり

11日(火) 子育て教室｢折り紙で作る飾り｣

阿 津賀志学級｢ 料理 教室｣

子ど も移動図 豐館( 大枝小)

13日( 木) 子ど も移動図ｉ 館(森江野小)

14日( 金) 子ども 移動図 書館

(藤田小 ３年)

～
く
に
み
女
性
教
室
～



平

成
十
四
年

国
見
町
成
人
式

一
月
十
三
日
に
挙
行

平
成
十
四
年
国
見
町
成
人
式

は
、
一
月
卜
三
日
（
目
）
に
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
五
十
六
年

四
月
二
日
か
ら
五
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
国
見
在

住
の
方
で
す
が
、
町
外
在
住
の

方
で
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、

教
育
委
貝
会
生
涯
学
習
課
へ

お

巾
込
み
く
だ
さ
い
。

式
典
は
。
午
前
十
一
時
か
ら

行
い
。
終
ｒ

後
、
記
念
撮
彫
や

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
後
日
送

付
さ
れ
る
案
内
状
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

教
育
委
貝
会
　

生
涯
学
習
課

公
５
８
５
－
2
6
7
6

゛観月台
文 化 精 報

★親子映画館
「ト イ スト ー リ ー２」

1２月２２日( 日)

10:００～

入場料 小学生以上３００円

鷏い合 わせ●●・ 蚩・ 学窶驟 文化ｓ・係 0  ( 585  )  2670

新
成
人
名
簿

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

ｉ

田
】

一
五

十

七

名

一`

伊
東

好
一
　
哂
口

辺
亮

八
巻

裕
之

斎
藤
恵
英
子

武
田

秀
利

八
島

麻
美

佐
藤

友
浩

一
　

牋
紀

黒
田

和
孝

吉
田

弥
智

阿
部
齊
理
子

渡
邉

胎
梨

後
籐

洋
介

岡
田

友
和

八
巻
た
か
子

音
見

絵
美

岡
田

悠
子

佐
藤

一
美

半
滞

沙
希

連
膚
美
由
紀

佐
藤
あ
ゆ
み

多
田

情
平

佐
藤

″`
奈
美

菊
地

大
介

菊
地

育
美

佐
噛

寛
明

浅
野

大
輔

八
巻
さ
と
み

礎
　
寒
　
園
　
興

佐
籐

津
平

鈴
木

陥
伸

吉
川
　

敦

濯
邉

充
宏

渡
邊

雅
彦

大
塚
　

洋

佐
騨
　
一
利

佐
久
間
法
子

四
冢
　

洛

八
島

與
喘

玉
手

旬
代

鎌
田

智
咲

八
島

香
織

古
田

明
広

佐
藤

正
子

中
村

政
彦

鬲
鴣

寛
朗

高
原

洋
暎

佐
久
間
千
陽

高
碼

祐
介

村
上

住
繊

冷
杓
菜
晧
子

八
卷
し
の
ぶ

吉
田

昊
沙

ろ
田
　

修

宍
戸

裕
子

渡
邊

綾
子

］小
坂
】
　
　
　
　

三

十
三
名
｝

後
藤

里
美

若
林

美
加

佐
翩

黶
口

ろ
涓
　

拓

大
場

広
美

安
騒

日
人

一
嵎
姿
緒
里

佐
藤
　

降

宍
戸

祐
太

阿
部

純
一
　

渡
邊

智
子

後
勝

拓
太

高
鳩

千
裕

佐
邨

僣
也

林
　

裕
美

遠
騷

ま
ゆ

曹
野

謙
一
　

亦
坂
明
日
番

古
内
賢
一
郎

菅
野
ひ
と
み

霈
坂

伸
江

爾
田
江
里
子

手
老

絵
昊

【
森
江
野
一
　
　
　
　

・『
十
九
名
’

阿
郎

爽
子

遍
藤

幸
宏

佐
久
岡
崇
昭

佐
劔
由
香
里

阿
部
員
理
子

石
川

由
紀

斉
癰
可
余
枝

徊
江

朝
英

徳
江

宏
晃

佐
Ｓ
　

恵

村
上
富
智
子

菊
地

侶
幸

菊
地

Ｑ

裕

佐
久
間
秀
幸

菊
地

達
也

佐
藤

典
子

佐
久
岡

宏

佐
久
間
健
太

遠
馨

千
春

【
大
木
戸
】
　
　
　
　

孑

四
名
’

佐
唇

降
辺

青
山

武
町

岡
田
ナ
ナ
子

高
櫑

里
美

松
田

京
子

高
橋

奈
々

佐
藤
ま
ゆ
子

大
沼

夏
美

渋
谷
　

巓

八
鳥

大
作

本
田

爽
幸

松
凋

宏
樹

齊
藤
　

守

大
内

衆
々

【
大
枝
】
　
　
　
　
　
　

大

名
。ｆ

佐
嘔

武
志

小
林

秀
樹

銘
木
啗
一
郎

鈴
木

祐
二

鈴
木
め
ぐ
み

木
村

祐
子

ス
ポ
ー
ツ

秋の国見路を走り抜けました

～町内一周駅伝～

１１
月
４
日

、
上
野
台
直
動

公
国
総
合
廼
動
場
を
発
着
場
所

に
第
2
5回
国
見
町
内
一
周
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
の
部
に
９
チ
ー
ム
。

中
字
生
の
部
に
５
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
Ｑ

区
問
2
5・
５

キ
ロ

を
走
り
抜
け
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】
▼
優
勝

森
江

野
▼
翠
優
勝

藤
田
▼
第
３
位

小
坂
【
中
学
生
の
部
】
ｙ
優

脯

野
球
部
▼
準
優
勝

陸
上

部
▼
第
３
位

柔
道
耶
・
剣
迺

部
合
同
【
区
間
賞
】
▼
一
般
の

部

佐
藤
溶
史

松
涌
大
介

佐
藤
良
憲

菅
野
聖
敬

佐
ｉ

戀

佐
久
間
霞
弘

後
藤
仁
志

佐
藤
明
日
香

蓍
藤
城

鈴

木
将
嗣
▼
中
学
生
の
部
　
宍
戸

三
史
郎

暇
坂
隆
文

黒
田
成

嗣

佐
藤
英
文

佐
藤
梨
沙

近
野
拓
酸

鈴
木
康
雅

牧
野

裕
巨

遠
藤
朋
也

φ
野
奈
緒

美

募
集 ゆったりしたリズムで健康づくり

太極拳教室

太極拳は、年齢に関係なく．ゆったりと
した全身運助を通して．健康づくりに役立
つスポーツで苓、
●日時　 卜 月３０日　 １２月７日

１２月１４日43 回） 毎週金曜日

午前10 時から正午

・ 場所 観月台文化センター体育館

●対象 町 在住又は在勤の方

・足員 ３０人

・ 指導者 遠藤 淑子先生

（襦局県武術太極拳連盟理箏艮）

・内容 太極拳の基本（初心者向け）

●申込先 社会体育係へ（亀話での申込み可）

駅伝のお知らせ

都内一周駅伝　12月2日（日）

国見町通過予定時間午前11時30 分頃



塚
野
目
口
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

十
月
十
四
日
塚
野
目
ス
ポ

ー
ツ
振

興
会
（
佐
久
間
通
寿

会
長

）
が
主
催
す
る
。
第
十

二
回
塚
野
目
ロ
ー
ド
レ

ー
ス

大
会

が
行
わ
れ
、
七
部
門
に

七
〇
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。
塚
野
目

集

会
所
を
ス
タ
ー
ト
し

塚
野

目

地
内
を
巡
り
同

所
へ
戻

る
コ

ー
ス
で
、
秋
空
の

も
と
沿

道

か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

走
り
終
え
る
と
地
区
の
女
性

だ
ち
か
ら
、
豚

汁
が
振
舞

わ

れ
ま
す
。

最
優
秀
賞
に
佐
久
間
守
さ
ん

●
義
経
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

▼愚優秀賞に輝いた佐久間守さんのに イ.エイ､オーj

ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
、「
義
経
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」

に
お

い
て
、
八
十
二
点
の

応
募
の

中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に

佐
久

間
守
さ
ん
（
第

こ

の

「
工

イ
、
エ
イ
、
オ
ー
」

が
選
ば

れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
に
は

米

元
一
夫
さ
ん
（
梁
川
町
）
の

「
目
線
」

が
、
ま
た
十
点

が

入
選
し
、
十
一
月
三
日
の
表

彰
式
に
お
い
て

、
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

介

ペ
ー
ジ
に
受
賞
者
掲
載
）

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
●
羽
根
実
佳
子
さ
ん

第
十
四
回
日
光
山
全
国
男
画
コ

ン
ク

ー
ル
で

、

羽
根
実
佳
子
さ
ん
（
県
北
中
二
年
）
の
絵
「
ワ
ヤ
ン

ー

ゴ
レ
」
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
人
形
）
が
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は

全
国
か
ら
約
一
万
三
千
点
の
応
募
が
あ
り

、
同
賞

は
絵
画
の

部
最
高
賞

で
一
点
だ
け
の
受
賞

で
す
。
羽

根
さ
ん
は

小
学
一
年
か
ら
日
本

画
家
の
石

原
晃
省
先

生
の

教
室
で

絵
を
習

い
は
じ
め

。「
絵
を
描

く
の

が
好

き
な
の
で
、

今

後
も
続
け
た
い
」

と
述
べ
て
い

ま
す
。

国
見
の
里
を
出
展

●
東
北
文
化
学
園
大

学
園

祭
仙
台
市
国
見
地
区
に

あ
る

東
北
文
化
学
園
大
学
の

字
園

祭
で
、
国
見
町
が
出
展

、
町

の
紹
介
と
と
も
に
特

産
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
く
だ
も
の
の
Ｐ

Ｒ

を
行
い

ま
し
た
。
同
大
学

の
招
諸
に

よ
り
「
智
か
な
国

見
の

里
」

と
名
づ
け
ら
れ
た

ブ
ー
ス

に
お
い
て

、
「
仙
台
・

国
見
お
た
か
ら
研
究
会
」
と

合

同
参
加
し

、
り
ん

ご
の
販

売
や
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
試
食
配

布
な
ど
を
実
施
、
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し

た
。

パ
ン
ジ
ー
の
夢

大
技
小
六
年
　
佐
久
問
１
悖

一

の
終
わ
り
、
秋
の
始
め
。
蕗
を
出
し
た
パ
ン

ジ
ー

ひ
え
た
朝
、
元
気
に
芽
を
出
し
て
い
た

小
さ
い
芽
だ
け
ど
沍
に
も
。心
に
も
負
冖
な
い

や
っ
は
り
晤
も
生
き
て
い
る

ガ
ー
と

泰
を
か
け
る
と
バ
ン
ジ
ー
の
’芽
が
う
れ

し
そ
う
に
風
で
ゆ
れ
る

ほ
か
ほ
か
太
陽
や
さ
し
く
バ
ン
ジ
ー
に
て
ら
し

て
ま
る
で
秋
の
ふ
と
ん
み
た
い

十
一
月
の
風
と
い
っ
し
ょ
に
み
ん
な
で
せ
わ
を

し
た
バ
ン
ジ
ー

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
『

だ
け
ど
哩
実
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
パ
ン
ジ
ー

い
つ
か
み
ん
な
の
夢
を
さ
か
す
で
に
ょ
う

み
ん
な
で
さ
か
そ
う

小
さ
い
小
さ
い
命
『

だ
け
ど
人
切
な
命

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
大
亊
に
し
よ
う

花
を
人
切
に
す
る
気
持
ち
を

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
１
１
７
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大

字

藤
田

字
一
丁
田
二

、
２
の
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

２

４

－

５

８

５

－
2
1
1
1

F
A

χ

０

２

４

－

５

８

５

’
２

１

８

１

ｍ
・『
『
Ｅ

‥
″

ｏ
ｇ

絽

ω

＠
一
ｓ

Ｓ

Ｆ
ｏ
ｎ
コ

‘ｇ

・
旨
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